



The Spread of the Reach of “Poetry” in Shintaishika 






   In this paper we will examine Shintai-shiika(New-style Songs and 
Poems, 1882-3).  We will categorize and examine the poems in this 
work in 5 volumes.   Those books containing most poems in Shintaishi-
sho (Selection of New-Style Poems, 1882) expanded the themes of 










2014)に続く各論 4-3 にあたる。 
1882(明 15)年に、竹内節(本名・隆信、生没年不詳)編集の『新体詩抄』(以下『詩
抄』)が刊行されると、同年から翌年にかけてそのほとんどの作品が収められた『新体詩
歌』(以下『詩歌』)全５集が刊行され、1885-6(明 19-20)年前後には、この 5 集を一冊



















『詩歌』全５集に収められた詩歌は 52 篇である。以下、『詩抄』から転載された 16




風物詩に入る詩歌は 7 篇である。第 1 に署名なしの「桜がり」(第 2 集)だが、越前屋





























 第 4 に「題秋(西詩和訳)」(第 3 集)である(原詩不詳)。望月秋太郎(不詳）の作品で
『東洋学芸雑誌』に「秋」と題して発表された。1、2 行目は七五の上句、下句からなり、







第 5 に、「遊墨水歌」(第 3 集)で、平田派の国学者・飯田武郷(1827-1901)作、1 連 7
行の古体長歌である [阿毛:25]。《隅田川。堤の桜。咲きみたれ。》と、隅田川の桜の
もとでの舟遊びの風景を歌う[竹内 1882c:16]。 
第 6 に小川健次郎(鍵次郎、未詳)作「夏夜即事」(第 5 集)である。『東洋学芸雑誌』
初出、各行七五の上句、下句からなる 1 連 17 行の創作詩で、《昼の暑さはゆふ立に あ
らひ流して峯に高く》と始め、《今目のあたりおぼへたる 其嬉しさと楽しさを/つつむ
とすれど夏衣 吹き返したる峰の松風》と終え、夏の夜の風情を詠む[竹内 1883b:7-8]。 
第 7 に遠藤道信(未詳)作の「詠松島歌」(第 5 集)で、改行なしの 26 行長歌に反歌 1 首














戦意発揚型の戦争詩は 8 篇で、１つめは「楠正成桜井駅に於て遺訓の歌」(第 1 集)で 1































3 つ目は、「刺客を詠ずる詩」(第 2 集)と題された『東洋学芸雑誌』初出の創作詩であ
る。作者は八門奇者(未詳)で、《大学のはかせたちのものせられたる新体詩抄の体に倣
ふ》と添え書きしている[竹内 1882b:8-9]。改行なし 36 行詩(文中に挿入された 」を改


























み し う た














6 つ目は「小楠公を詠ずるの歌」(第 4 集)は作者不詳、各行七五の上句、下句からなる










8 つ目は作者不詳の「西南の役より凱陣せし人を祝するの歌」(第 5 集)である。改行な
し 12 行の長歌に反歌をそえる。《折りしも事なく 帰り来てめぐり逢瀬の ありつるは 
ますらたけをの 潔ぎよき 倭
ヤマト




傷心型の戦争詩は８篇である。第 1 に「熊谷直実暁に敦盛を追ふの歌」(第 1 集)で、




















































」(第 2 集)で、これは『太平記』第 2 巻「俊基朝臣再
関東下向事」より取られたものである。放免後再び捕らえられ、鎌倉へ送られる日野俊基






第 5 に従三位・毛利元徳(1839-96)作とある「吊忠魂歌」(第 4 集)で、改行なしの 13






居の歌」(第 5 集)で、佐久間象山(1811-64)が 1857(安政 3)
年に書いた書簡で[阿毛:45] 松代蟄居中の心情を吐露したもの。初出は『東洋学芸雑
誌』。命を賭した政争の果ての蟄居ゆえ、傷心型戦争詩に含めておいた。改行なしの 7
行長歌反歌を添える。《たらちねの はは(母)のかふこ(蚕)の まゆ(繭)ごもり こもりて
ながく年ぞ経にける》[竹内 1883b:16-7] 
第 7 に『東洋学芸雑誌』初出の創作詩「湘南秋信」(第 5 集)で、これは上句偶数行、












論説詩は２つで、ひとつは 1 連 46 行歌「自由の歌」(第 1 集)で、「花月の歌」「外交
の歌」と同じく小室の作である。この歌には、植木枝盛『民権田舎歌』の影響が指摘され















































初出で、七五の上句下句の 3 連、各連 9-10 行で、連の最終行末を《世渡りや》として区






































２つめは 3 行 3 連の翻訳詩「西詩和訳」(第 4 集)で、これも大竹の手になる。米詩












り》[竹内 1883a:15]。《The sky is clouded, the rocks are bare,/The spray 
of the tempest is white in air;/ The winds are out with the waves at 



























知らぬ快楽の 多き此身を神に謝し/謳へば返す谷の山彦》[竹内 1883a:14-5]。 





















































































同様の主張は全 5 巻中で繰り返される。まず、第 3、4 巻校閲者の雨軒・坂部広貫(生
没年不詳)は第 3 巻「序」で、ここに収録された作品は《其語不高。其調不卑。苟。通僅
々普通之文字者。悉得誦之解其意。也》、用語が難解ではなく調子も卑しくない、そのた











































それから戦争詩であるが、戦意発揚型が『詩抄』の 3 篇に 8 篇が追加され全部で 11 篇、










それから、論説詩は『詩抄』の 1 篇に 2 篇追加されて計 3 篇、教訓詩は、『詩抄』4 篇
に 3 篇加わり計 7 篇、そして人生詩は『詩抄』の 5 篇中 4 篇採択(矢田部訳採用で外山訳
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